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はじめに

武蔵国分寺跡は、大正11年に国の史跡に指定され、国分寺市の主要な遺跡であり、古代武蔵国の歴史

を知る上で極めて重要な遺跡です。

国分寺市では、郷土の歴史を語り継ぐよりどころであるとともに、豊かな自然を残す場として市民に広

く親しまれてきた武蔵国分寺跡を周辺の都市化から保護.保存し史跡公園として整備.活用するための

環境整備事業を推進しています。

事業は、市の付属機関である国分寺市史跡武蔵国分寺跡整備計画策定委員会での審議を経て、策定した

保存管理計画と整備基本構想、整備基本計画に基づいて実施しています。 ‘

僧寺地区は、新整備基本計画(平成14年度に策定)に基づいて、平成15年度から整備に伴う事前遺構

確認調査に着手し、継続して調査を行っています。平成20年度には新整備基本計画に基づき、当座7年

間で実現可能な整備内容を示した史跡武蔵国分寺跡(僧寺地区)整備実施計画を策定しました。

また、並行して平成20年に市立歴史公園史跡武蔵国分寺跡(僧寺北東地域)、平成21年に同(国分寺

崖線下地域)を開園し、平成22年には東山道武蔵路が追加指定され、国指定史跡武蔵国分寺跡附東山道

武蔵路跡となりました。

今年度は、史跡武蔵国分寺跡-(僧寺地区)整備実施計画に基づき、僧寺中枢地区において、金堂地区、

金堂・講堂堂間地区、鐘楼地区の調査を行い、金堂の建物や基壇の規模や構造など力嘲明しました。国分

寺市では今後もさらなる史跡保存整備事業を推進していきます。

1.本書は、東京都国分寺市に所在する国指定史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路跡の僧寺地区の史跡

保存整備事業に伴う事前遺構確認調査の平成22年度概要報告書である。

2.発掘調査は文化庁と東京都の補助金を受け、国分寺市教育委員会が調査主体になり、国分寺市遺

跡調査会が調査を担当した。

3. 「調査に至る経過と調査計画」、「僧寺跡の環境と既往の調査」については、国分寺市遺跡調査会・

国分寺市教育委員会2006『武蔵国分寺跡発掘調査概報32jを参照されたい。

4.発掘調査から概報作成にいたるまで、文イヒ庁.東京都教育委員会をはじめとする諸機関、諸先生

方にご指導、ご助言を賜り、また、地元住民をはじめ関係各位のご協力をいただいた。記して感

謝の意を表したい。

5.遺構記号は下記の通りとし、Pを除いて第1次調査より連続番号を与えている。

SA塀跡・柱列跡 SB礎石建物跡・掘立柱建物跡 SD溝跡 SP道路跡

SK 土坑 SI住居跡.ェ房跡 sx特殊遺構 p小穴.小柱穴

2

例



6 .平成22年度の調査会組織体制は次の通りである

副会長

理事

【役員および監事】

会長 坂詰秀一

関口雄基臣

星野信夫

内田修

松井敏夫

星野亮雅

北原進

坂本克治

遠藤慈郎

小菅政治

本橋信行

桓戸潔

岡崎完樹

監事

国分寺市文化財保護審議会委員長

国分寺市文化財保護審議会副委員長

国分寺市長

国分寺市教育委員会委員長

■分寺市教育委員会教育長

元国分寺市社会教育委員

国分寺市文化財保護審議会委員

国分寺市文化財保護審議会委員

国分寺市文化財保護審議会委員

東京都教育庁地域支援部管理課長

国分寺市教育委員会教育次長兼部長

元国分寺市社会教育委員

東京都教育庁地域支援部管理課

埋蔵文化財係学芸員

【武蔵国分寺跡調査・研究指導委員会】

委員長

委員

委員

委員

委員

坂詰秀一

藤井恵介

佐藤信

酒井清治

松井敏也

立正大学名誉教授

東京大学大学院

ェ学系研究科教授

東京大学大学院

人文社会系研究科教授

駒淳大学文学部教授

筑波大学

人間総合科学研究科准教授
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武蔵国分寺跡調査・研究指導委員会視察風景
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国分寺市史跡武蔵国分寺跡整備計画策定委員会
視察風景

【事務局】

事務局長

事務局員

-.バ：
� \

福田信夫国分寺市教育委員会教育部

ふるさと文化財課長

勝山俊也ふるさと文化財課文化財保護係長

井田美紀ふるさと文化財課文化財保護係嘱託

佐々木徳明国分寺市遺跡調査会

パイ
� r'

【調査団】

団長 坂詰秀一

主任調査員依田亮一

調査員 上敷領久

小野本敦

中道誠

立川明子

増井有真

坂上恵梨

調査補助井口正利・

神崎聴史.

山本祥隆,

青山達夫・

若林雅子

立正大学名誉教授

ふるさと文化財課史跡係長

ふるさと文化財課史跡係主任

ふるさと文化財課史跡係員

ふるさと文化財課史跡係嘱託

ふるさと文化財課史跡係嘱託

ふるさと文化財課文化財保護係嘱託

ふるさと文化財課文化財保護係嘱託

小池和彦’平塚恵介・岡見知紀.

甲田篤郎.清金良太.林正之.

大塚敦子.大羽正子.小野祐子.

伊藤直養.佐々木義身.山口啓子.

. :ぜ'：

金堂跡発掘調査現場見学会風景
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【国分寺市文化財愛護ボランティア】

上村雄三・田中康敬・三日月純
.�
み養(五十音順) �

史跡発掘ボランティア活動風景

7.本書の編集*執筆は坂詰秀一団長の監後の下、中道誠が担当し、福田信夫、依田亮一、有吉重蔵

(ふるさと文化財課歴史のまち国分寺づくり特命担当係長)、上敷領久、小野本敦、野中太久磨(ふ

るさと文化財課史跡係嘱託)、増井有真、坂上恵梨、寺前めぐみ(平成23年7月よりふるさと文

化財課史跡係嘱託)がこれを助けた。
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調査区の設定

平成22年度調査は、伽藍中枢地区(金堂地区、金堂.講堂堂間地区、鐘楼地区)を武蔵国分寺跡第

655次調査として平成22年5月7日から平成23年3月31日まで面積749.39ボの範■(公有地)内に

おいて実施しました。

遺物は、冗博類を主として土器類、金属製品など約700箱出土し、国分寺市教育委員会で保管しています

平成22年度調査区(武蔵国分寺跡第655次調査区)一覧表

地点 地区名

番号 (整備ゾーン)

調査 ぼホ+Aあ 調査期間

" ；さら)::"もな一-
ル 金堂地区 の11り 1610 3, ./. 。…んほほ
① (伽義モ寂ぽ区) 471.12 1612～1616 5/7 3/31金堂跡

金堂.講堂 整地土
② 堂間地区 28.0 1610 2-3,1614 12/20 3/31 3ズ311不明掘り込み
(伽藍中枢地区) 版築状遣構

③
鐘楼地区 り「Qりマ 1608 1-2 , ゥのn9,Q1鐘楼跡

(伽藍ギ寂あ区) 250.27 16112 12/20 3/31遺禱'認途中
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史跡指定地
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伽藍中枢地区の調査

金堂地区の調査
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大正11年僧寺中枢部と国分寺塵線南から

(1)調査区の概況

武蔵国分僧寺跡は、明治36年(1903)

に重田定一らによって表面観察による礎

石の分布調査が行われ、金堂や講堂、七

重塔など主要伽藍の配置がはじめて学術

的に明らかにされました。この時、金堂

と関連するものとして24個の礎石が報

告されています。大正11年(1922)には

東京府により、■史跡と指定される際に

分布調査がなされ、金堂の礎石として19

個力s確認されています。

その後、昭和31年(1956)度に、日本

考古学協会仏教遺跡調査特別委員会(石

田茂作委員長)により、武蔵国分寺跡で

初めての本格的な発掘調査として金堂跡

の調査が行われました。この時の調査に

よって、20個の礎石が確認され、桁行

7間122尺一柱間：13尺+18尺+20

尺+20尺+20尺+18尺+13尺)、梁行

4間56尺柱間：13尺+15尺+15尺

+13尺)で、乱石積基壇外装であること、 、.

南北面に階段が設置されたことなどが判

明しました。昭和40年(1965)度に金

堂跡の東側の調査が主体に行われて、礎

石の据え付け痕跡や基壇東面の外装部分 ̃

が確認されています。

環境整備第1期ェ事として、昭和47

(1972)～49年(1974にかけて盛土に

よる基壇表示がなされて現在の姿になっ

ています。 昭和31年度金堂調査風景北から

平成21年(200の度から史跡保存整備事業に伴う事前遺構確認調査として、昭和31.40年度調査区

を中心に、調査に着手しました。
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昭和31年度調査風景西から 昭和31年度課査風景北から
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昭和31年度調査風景 昭和40年度調査風景南から

(2)調査の目的と経過

昭和31年度および昭和40年度調査区を中心に、下記の項目を明らかにする目的で、平成21年度よ

り調査を開始しました。

①建物位置.規模.礎石および礎石据え付け状況の確認。

②基壇位置.規模.構造の確認(基壇上面.須弥壇.基壇外装.雨落施設.掘り込み地業などを含む)

③基壇南面および北面階段の確認。

④僧寺伽壁中軸線の確定。

⑤基壇、基壇外装、建物などの改修.増築.再建の可能性やその時期の確認。

平成21年度調査では、基壇外装部分を主として表土および第1期潔境整備による盛土部分のみを掘

削し、本年度本格的な発掘調査に着手しました。

上記の調査成果を得るためには、必要に応じて予定調査区の変更、および、遺構の断ち割り(基壇.

礎石据え付け掘方など)を行いましたが、変更は遺構保護の観点から必要最小限度に留めるものとしま

した。結果的に1～24区と名称を振った調査区を設定し、調査を行いました。
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(3)平成22年度調査の主な成果

平成22年度の金堂跡の主な調査成果は、既往調査の追認事項も含め、下記のとおりですC

①建物について桁行7間(東西約36.1m、122尺=柱間：13尺+18尺+20 R+20尺

+20尺+18尺+13尺)、I'行4間(南北約16.6m、 56尺=1柱'ラ：13尺+15尺+15尺+

13尺)の四面痛建物で、全国の国分寺の金堂としては最大級の規模を有します。

屋根構造はxj'やiく'もしくは.&ホ,-で、-のあは建物側柱と'±-1'の距離および雨落b石

敷の範囲を基にすると16～17尺と推定されます。

建物の中軸線は、現在想定している伽藍中軸線よリ約0.3m西に位置します。

②基壇について基壇は河原石による乱石積基壇外装で、規模は東西約45.4m、南北約26.2m

を測リます。基壇外装の外周には, 幅が約0.9～Lomの雨落施設となる雨落石敷が設置

されます。基増高は、旧地表面の高さを雨落石敷上面と想定し、推定基壇上面との比高差

から、基壇北東部分で約0.95m、基壇北面階段部分で約0.8m、基壇東面で約1.25mと

推定され、場所によって異なリます。基壇上面は、金堂周辺から博が出土するため、博敷

きの可能性がありますが、今回その痕跡は確認されませんでした。

⑤階段について基壇の南面と北面に階段が設置されていたことを確認しました。北面階段

は乱石積階段で、幅はおおよそ建物中央間1間分で、階段の出は約1.35mとわかリました。

南面階段は幅がおおよそ建物中央間3間分であることがわかリましたが、南側は市道南2

号線上に位置し未週査であり、詳細な位置や規模、構造などの解明が課題です。

④基礎地業について基礎地業は、建物規模より広い範囲全体におよぶ掘り込み地業(総地

業)で、深さは約1.3mを測リます。版築の厚みは復元される基壇を含めると2m以上です。

さらに、礎右を据え置いた下にはき地業さ.地業)を施しておリ、極めて堅固なつくリの

建物基礎であることが確認されました。

⑤その他建物や基憶の増築は確認されませんでしたが、整地層や雨落石敷は検出状況から

補修された可能性があリます。また、調査区から出土した整備・拡充期以降(9世紀中頃

以降)に比定されるm,iなこ建物を塗る際のぎが付着しておリ、補修状況がうかがえます。
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f

� 金堂跡調査区全景上が北

(4)主な検出遺構と出土遺物
こんどうきだん いこう

現地表下約0.3m～1.2m(金堂基壇部分は昭和47.48年度整備盛土)で遺構確認を行い、金堂跡(SB217)

や多数の小穴等を検出しました。出土遺物は、瓦壌類を中心に須恵器.土師器などの土器類、鉄釘など

そせき す つ

の鉄製品等力他土しました。

なお、建物の柱‘礎石.礎石据え付け痕跡の位置は、南西隅の柱をN0.1として、北および東に向かっ

て番号をし2. 3…と振り、それらを組み合わせて柱N0.1-し1-2…、柱N0.2-し22…と表記します。

金堂跡(SB217)

金堂の基礎は、地表下の地盤改良として建物全体におよぶ掘り込み地業(総地業)力ぢザわれ、地上部

よりも一段高い土壇である基壇を築成し、さらに礎石を据え付ける下方には基壇を掘り込んで別の盡地

業(坪地業)と呼ぶ掘り込み地業が加えられ、より強固な建物基礎を築いています。礎石の据え付けの
ほりかた ねがためいし

際には、すべての礎石位置において確認されていませんが、円形の礎石据え付け掘方を掘り、根面石を
らんせきづみ がいモう あまおち

敷いた上に礎石を据え置いている状況がみられます。基壇の外装は乱石積基壇外装で、その周囲に雨落

施設となる雨落石敷が巡り、南面と北面に階段が設置されています。

建物金堂建物は、桁行7間、梁行4間の四面賄建物で、礎石や礎石据え付け痕跡、礎石下部の査地

業、基壇外装との位置関係などを考慮すると以下のとおりに復元されます。

桁行7間、約36.1m=122尺(柱間：13尺+18尺+20尺+20尺+20尺+18尺+13尺)。

梁行4間、約16.6m=56尺(柱間：13尺+15尺+15尺+13尺)。

建物の軒の出は側柱から基壇縁までの距離が南面と北面では約4.8m (16尺)、東面と西面では約4.65
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m(15.5尺)で, 雨落石敷の幅が0.9～Lomである

ことを考慮して16～17尺程度と想定されます。

礎石礎石は基壇上に露出しているものも含めて

19個確認しました(柱NO.1-1～5、 2-1～3. 5、 3-1

・2- 5. 4-1 -4- 5. 6-1.2. 7-1. 8 3)o柱NO.8-2は

昭和31 -40年度調査で確認されていますので、現在

は地中に埋まっていると想定され、基壇上に残存す

る礎石は20個となります。今回は柱N0.1-1.3 ・ 5、

2-5. 4-1-4- 5. 7-1. 8-3の礎石について発掘し、

柱NO.2-5の礎石は、若干東へ移動していますが、そ

の他は原位置を留めていることを確認しました。

礎石は自然石(チャート)を使用し、明瞭な加ェ

の痕跡は見られません。大きさは柱N0.4-4で長径約

1.9m.短径約1.2mを測ります。

礎石据え付け痕跡礎石の据え付け痕跡について、

柱NO.1-1 ・3-5, 7-1で礎石を据え付けるための

円形の礎石据え付け掘方が確認されました。埋め土

は砂利や小石、白色粘土を含む土で、根固石を使用

して礎石を据え置いています。規模は柱N0.13で長

径約2.7m、短径約2.5mを測ります。なお、柱N0.2-5

において平面形態は不明確ですが、同様の埋め土が

確認されています。

柱NO.4-1 -4-5では、礎石が根固石の上に据え付

けられた状況を確認しました力$、円形の礎石据え付

け掘方やその埋め土は未確認です。後世に礎石およ

び根固石の周りの埋め土が削られたことが一つの要

因として挙げられます。ただし、後述のとおり、礎

石据え付け掘方の下には、盡地業が施されています

が、根固石は盡地業上に据えられた状況とも見え、

柱No.レ1・ 3 ・ 5、 7-1とは別の据え付け方法や、礎石

据え付け掘方を伴わない場合も考えられます。この

ため、柱の場所によって据え付けの工法が異なる可

能性や、さらには略円形の据え付け掘方力後世に礎

石を据え直した痕跡である可能性なども想定されま

す。
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柱N04-2蓋地業調査風景(18区)南西から
はんちく かわらいし

塵地業(坪地業)礎石を据え置く位置の基壇版築を平面形方形に盡掘りし、その内部を土と河原石を
いしじき

敷いた石敷層で互層にする盡地業とよぼれる地盤固めが確認されました。平面形は正方形(柱N0.3-4、

4-し5-1.5.8-5)や長方形(柱N0.4 2.4, 5-2, 8-1.4)があり、規模は、柱N0.4-2恵地業で東西約2.5

m�南北約1.9mを測ります。深さは、柱N0.3-4盡地業で確認面から約0.9mを測り、推定基壇上面から

は1.2mぽどあります。

柱N0.1 l-3-5. 7-1の礎石据え付け掘方の確認面では査地業掘方は確認できませんでしたが、柱N0.1-1

の礎石据え付け掘方の埋め土を一部断ち割り調査した結果、下層から盡地業と想定される土が確認され

ました。柱N0.2-5では礎石据え付け掘方の埋め土が残存し、その下層に蜜地業の方形ブランカ礁認され

ていますので、礎石下部にはすべて盡地業が施されたと考えられます。
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昭和31年度調査報告では、柱N0.3-4の盡地業を底面の石敷層まで掘り下げ、石敷層と版築層が各5層

確認されています。上から2層目の石敷では蜜地業の掘方が検出され、3層目においては基壇版築土が

一部覆い、石敷層ごとに、あるいは、2～3層ごとに基壇築成と並行して行ったと想定されていました。

今回の調査では、盡地業の確認面から掘方底面まで一連の断面で確認できていないため、基壇版築と

盡地業の関係について昭和31年度調査報告にある基壇築成と蜜地業を並行して行った見解についての

確誰は得られませんでした。ただし、すべての盡地業において方形の平面ブランカs'確認でき、また、5

区の旧調査断ち割り断面において、確認面から深さ約0.7mまで一連の掘方が確認されたことから、基

壇築成後に蓋地業が施されたと想定されます。

掘り込み地業(総地業)昭和31年度調査の基壇および掘り込み地業部分の遺構断ち割り力$行われた

東面(9区)、西面(4 . 5区)、南面(12区)、北面(5.6区)によって、掘り込み地業♦(総地業)

と呼ばれる建物全体に及ぶ範囲を掘り下げ、その

内部を土等で埋め固める地盤改良部分が再確認さ

れました。

掘り込み地業の規模は、東西約42力m、南北約

22.4mの範囲におよび、建物の範囲より東面で約

2.6m,西面で約3.3m、南面で約2.7m、北面で

約3.1m広く、基壇より狹い範圓です。

4区(基壇西面)では深さ約1.35mの掘り込み

が確認できました。版築層は最上層が約20cmと厚

"1
-’が‘てふぐ’*
ボ
'・\ -*\

-..み,

� \., »

盛ホ等

基増I版築

««r
ぐ織

く、それ以下は厚さ約2～5cmのとても緻密で硬

い層で、最下層にローム土主体の土が20cm程度見

られます。瓦片を突き込んだ層が2層ありますカシ

石は混入せず基本的には土からなります。

ここでは厚み約50cmの基壇版築土が残存して

いますが、推定される基壇上面から掘り込み地業

でドぐ

�

自燃'堆精を

基磨.掘り込み地業部分西側南北断面(4区)西から
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基壇・掘り込み地業部分北側断ち割り状況(6区)
東から

.-<\-

・".-�

基磨・掘り込み地業部分西側断ち割り状況(4区)
南西から
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の底面までは約2.3mを測ります。
そうけん

昭和31年度調査では、版築層中から創建期に比定

される瓦片が出土しており、今回も19区で断ち割り

調査を行い、埼玉県比企郡鳩山町に所在する南比企

薫跡群産の創建期鐘瓦などの冗片が出土しました。

基壇版築基壇版築土が良好に残存する基壇中央

部(19区)では、ローム土主体の版築が確認され、

残存する標高は約65.5mです。しかし、推定される

基壇高(標高65.7m)から約0.2m低いことから、

後世に削平されたと考えらえます。そのため、博敷

きなどの基壇上面の設えに関する痕跡は確認できま

せんでした。また、須弥壇を確認する目的で20区を

調査しましたが、その痕跡は確認できていません。

基壇版築土は、基本的に上層がローム土を主体と

する版築土で、旧地表付近の高さとなる下層は黒色

土や暗茶褐色土等の版築が見られます。基壇周囲の

版築の積み方は、外に向かって下り傾斜となります。

版築ェ程の特徴5区、16区、20区において、先

に土を盛り上げて積み、次に建んだ部分に土を積ん

でいる版築が、東西方向の断面観察で確認されまし

た。16区と20区では、この凹凸の版築が連続した

形で見られ、両者の間が建み部分となり、その東側

(20区側)と西側(16区側)には、先に盛った土が

確認できます。ある程度、規則的に波打つような形

で版築された可能性があります。マウンド状に土を

積む工法は、礎石下部に行われることがありますが、

ボヤホf sず

夕
"-»・M ズ
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昭和31年度調査版築内瓦出土状況東から
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柱No.い5や3 4は礎石の位置が塞み部分に当たり、別の作業による痕跡と考えられます。

基壇外装(基壇化粧)基壇外装は河原石を使用した乱石積基壇外装であることを再確認しました。

基底となる河原石は長軸を基壇縁と平行に設置し、その上は小口積みにしています。基底となる石の上

に2段積み重ねた状況が確認され(計3段)、基壇緑に対してほぼ垂直に積まれています。河原石の大き

さは、長軸が50～70cm程度です。基壇

外装を構築する際には、基壇版築土を溝状

に掘り、裏込土として白色粘土を含む土に

石を入れています。

基壇規模西面の乱石積基壇外装が残存し

ていませんが、基壇西面における外装構築の

痕跡や雨落石敷の位置、建物との位置関係か

ら、基壇の規模は東西約45.4m、南北約

26.2mと想定され、掘り込み地業より広い範

囲となります。基壇高の復元は、礎石の高さ

などから推定した基壇上面(標高65.7m)

と、雨落石敷の高さを旧地表面とすると、場

所によって異なり、基壇北東部分(5区)

では約0.95m、基壇北面階段部分(7区)
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では約0.8m、基壇東面(9区)では約1.25mと■

定されます。

雨落石敷基壇外装の外側に、雨落施設となる河

原石を敷き詰めた雨落石敷を.認しました。基壇

南面(12.24区)、基壇東面(9区)、基壇北面(6

.7区)、基壇北西コーナー部分(5E)で検出され、

基壇北面の6 ・ 7区で最も良好に残存しています。

雨落石敷の幅は、約0.9～しomで、約10～20

cm大の河原石を使用しています。外縁の石は約15

～25cmと比較的大きく 、長軸を基壇縁に並行に据

えていることから、縁を明確にして設置しています。

雨落施設は溝の場合がありますが、検出された雨落

石敷は平坦に並べられ、溝の形状はとりません。石

敷きのほかに簿や瓦片がごく一部に見られます。平

面的な観察では構築土中に瓦片や土器片が混入した

部分があり、後世の補族の可能性が考えられます。

階段部分については、雨落石敷が階段の外周を巡

ることが基壇北面階段で想定され、このような形態

は岐阜県大垣市に所在する美濃国分僧寺金堂の南面

階段でもみられます。また、北面階段部分の雨落石

敷北緣の石は長軸約50～70cmと通常の雨落石敷

の部材よりもかなり大きく 、通行などの機能面で設

置された状態、もしくは階段の一部とする装飾的な

設えなどと想定されます。また、設置時期の違いな

どが想定されますが、明確ではありません。
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基壇北面乱石積階段(7区)北から

階段階段は、基壇の南面と北面に設置され、南面はおおよそ建物中央間3間分、北面はおおよそ建物

中央間1間分の幅であることを再確認しました。

基壇北面階段7区では河原石で造られた乱石積階段を再確認しました。階段の踏石やその据え付けの

構築材と想定される石、また、西端の積み石力S確認されました。東側は撞乱によって残存していませんが、

建物の中軸線を基準に左右対称の規模とすると、階段の幅は約4.5mでおおよそ建物中央間1間分と想定

されます。階段の出は最大で南北約1.35m.段数は3段で踏面は約0.3m、蹴上げ(一段の高さ)は約0.2m

と想定されます。また、雨落石敷が階段の外周にも巡る構造と想定されます。

階段の北端に東西に並ぶ長軸約60～70cm,短軸約30cmの河原石が3つ確認され、階段の踏石の機

能を果たしていたと想定されます。ただし、推定される旧地表面とはほぼ同じ高さなので、段数には含め

ず、便宜上0段目と呼びます。 .- -

階段の出を0段目の踏石から基壇縁までの距離とし

た場合、0段目の踏石はおおよそ長軸を東西に向けて

並んでいますが、東に向かって北に振れていることか

ら、階段の出は最大で約1.35m.少なくとも約1.2m

と想定されます。

1段目以降の踏石は未確認ですが、1段目に当た

る踏石下層の構築材と想定される小振りの石が確

)

蹴上レナ位1置@転 階段西端

<�. .

1段目踏-s
想,定件置

雨落渴敷

踏-s (r®段目』)

基壇北面階段(7区)北から
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認されました。さらに、その南側には約15～25cmの

蘇平な河原石を立てた状態で据えられていることから1

段目と2段目の踏石の境と考えられ、この位置が2段目

の蹴上げにあたると想定できました。

0段目の踏石南端を1段目の蹴上げの位置とすると、

基壇外装までの距離は約0.9mあります。2段目の

蹴上げまでの距離は、約0.3mであることから、踏面が

約0.3mとなり、段数は3段と想定されます。4段目に

当たる面が基壇上面となります。

蹴上げは、当該部分の推定基壇高が約0.8mあるので、

高さは約0.2mと想定されます。

階段の幅は、建物中軸線を基準に左右対称の幅とし、

約4.5mと想定されます。階段両端の上面にあたる部材

は耳石と呼ぼれますが、検出された西端の積み石は2段

ほどで、耳石部分は未確認であり、どのような形態であ

ったか不明です。

階段西側の雨落石敷範囲内に礎石大の石が確認され、

状況から当初に据え置かれたものではないと考えられま

す。性格については、軒支えの礎石の可能性が指摘され

ますが、明確ではありません。

基壇南面階段基壇南面階段の痕跡を11-24区で再

確認しました。階段の部材は未検出ですが、基壇外装や

雨落石敷が設置されず、積み土が南へ張り出している部

分が階段の範囲と想定できます。幅はおおよそ建物中央

間3間分と想定され、北面階段と同様に乱石積の階段と

考えられます。

今回の調査では、南面階段の幅については想定できま

したカシ出の位置は全く不明で、階段の南側は、市道南

2号線上に位置しており、未発掘となっています。また、

階段の構造についても中央間3間分の一連の幅広い階段

か、一間ずつ別々の階段に分かれるかという点や、雨落-

石敷との関係なども、調査範囲では確認することができ

ませんでした。

整地層ほか基壇の周囲では白色粘土を含む整地層が確認され

ら整備.拡充期(9世紀中頃)以降に補修された可能性がありますt

4
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基壇北面階段(7区)西から
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基壇南面階段東側(11区)南から

下層に冗片や土器片が見られる箇所か

また、昭和31年度および本年度の調査
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で出土した整備.拡充期以降に比定される宇瓦顎部には建物を塗る際の朱が付着していました。今回の調

査では補修の時期や状況について、断片的な情報しか得られませんでした力$、このような瓦は補修状況を

知る手掛かりとなります。

その他、基壇緣付近では柱穴と想定される小穴力礁認され、建築時に足場を設置した際の穴である可能

性が挙げられます。
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整地.外装構築土.小穴(2区東から

(5)小結

昭和31.40年度に行われた調査と今年度の調査により、金堂は、桁行7間、梁行4間の四面賄建物で.

基壇は乱石積基壇外装で、南面および北面に階段力殻置され、外周には雨落石敷が巡ることなどがわかり

ました。僧寺講堂のように基壇を増築して再建したような明確な痕跡は見られず、創建当初から全国の国

分寺でも最大級の規摸を有する金堂が建てられたと考えられます。

今後の課題としては、市道南2号線上に位置している金堂の正面を飾る基壇南面階段の南側部分や南面

雨落石敷が未調査である点が挙げられます。南面階段および雨落石敷は北面に比べて位置や規模、構造に

ついて不明な点が多く、今後、史跡整備を行う上で、発掘調査を行い解明する必要があります。また、金

堂の補修や廃絶の時期、状況については、まだ不明確な点が多く、今後の検討課題となります。
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金堂・講堂堂間地区の調査

(1)調査の目的
»こう

講堂と金堂の堂間を結ぶ通路状施設等の遺構を確認

するため、伽藍中軸線上の講堂寄り(1区)と、講堂

と金堂の中央部分(2区)に調査区を設置しました。

(2)主な検出遺構

1区では、地表下約0.4～0.5mで遺構確認を行い、

講堂跡の調査(第642.650次調査)で検出された遺

構と同一のSX311不明掘り込みや版築状の地業遣構

が確認されました。

SX311不明掘り込みは、講堂跡の南側に広がる南北

約9 m�東西約37mと想定される大規模な掘り込みで、

性格としては土採り穴の可能性があります。

版築状の地業遣構は、講堂跡の南面中央前面で確認

されたローム土を主体とする版築状の遺構で、本調査

では、その南の延長力礁認されました。講堂跡もしく

は通路状施設などに関わる遺構と想定されます。

このほか通路状の痕跡が南北に確認されましたが、

検出状態から近世以降の道と想定されます。

2区では、地表下約0.4～0.5mで遺構確認を行い

ましたカシ明確な通路状の遺構は確認されませんでし

た。

ただし調査区西側ではローム層を主体とした土や、

調査区の東側では白色粘土を含む黒褐色土の広がりな

ど、人為的な土の堆積が認められ、これらの痕跡は整

地と想定されますが、平面確認に留まり性格について

は不明です。

なお、遺構確認面において形状など不明な銅片が出

土しました。
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鐘楼地区の調査

(1)調査区の概況 ゆ二’
しようろう

推定鐘楼跡は、大正11年

(1922)に国史跡と指定され
そせき
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"<' ・ +Tる際の東京府による礎石など

の分布調査によって、1個の

礎石力s確認されています。当

地より伽藍の中軸線をはさん

で左右対称に位置する場所で

は、礎石の分布状況から東西

2間、南北3間と推定される

建物が確認されています。こ

のことから、当地にも同規模

の建物が存在していたことが想定されました。

本格的な発掘調査は、昭和40年度に国分寺市教育委員会

によって、ほぼ建物範囲全体におよぶ調査区が設定されて行

われました。その結果、推定鐘楼跡は、東西2間、南北3間の

建物で、原位置を留める礎石として、北から2列目の東端に

あたる礎石柱N0.3 3 1個が残存することが判明していま

す。柱位置には、礎石を据え置く根固石も確認されています。
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昭和40年度謂査礎石確ぶ状況南から

(2)調査の目的

昭和40年度の調査区を中心に、下記の項目を明らかにする目的で、本年度より調査を開始しました。

①建物位置・規模.礎石および礎石据え付け状況の確認。

②基壇位置.規模.構造の確認(基壇上面.基壇外装.雨落施設.階段.掘り込み地業などを含む)。

③その他、堂間における通路状施設や区画施設などの未確認遺構の確認。

上記の調査成果を得るためには、必要に応じて予定調査区の変更、および、遺構の断ち割り(基壇.
ほりかた

礎石据え付け掘方など)を行いましたカシ変更は遺構保護の観点から必要最小限度に留めるものとしま

した。建物本体外周部の様相も把握するために、昭和40年度の調査区を包括する形で、やや広めの調

査区と、その東側に別の調査区を1か所設定しました。
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(3)調査状況

表土下約0.4～0.5mには、昭和

40年度の調査で遺構保護を目的

に敷いたと思われるビニールシー

卜が、礎石据え付け部分や建物周

囲にかけられており、それを取り

除くと礎石の根固石や建物周囲で

は河原石や瓦が確認されました。

礎石は、柱N0.14と柱N0.3-3の位

置で2個確認されました。柱N0.3-3

は根固石にしっかりと据え置かれ、

原位置を留めていることがわかり

ました。柱No.レ4の礎石は、後世

に掘られた穴に落とし込まれた状.

態でやや西にずれた位置で確認さ’

れました。この他に、根固石などi
礎石の据え付け痕跡が確認され、S(

東西2間、甫北3間の建物で、柱'

間は10尺等間と推定されます。

建物周囲で確認された河原石は建物に並行して一列に並ぶ箇所が見られ、基壇外装と関連する部材の可

能性があります。建物範囲とその河原石までの範囲では基壇版築と想定される地業土 (版築土)を確認し

ました。

部分的ではありますカシ礎石据え付け状況や、基壇南西縁を巡る石列力$確認されたことによって、基壇

の詳細な構造・規模・設えなどカシ追調査によって解明出来る可能性があります。

現段階では、史跡整備を進めていくうえで必要な情報力堪っていないことなどから、j成23年度も引

き続き調査を継続する予定です。
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調査風景南から 柱NQ3-3礎石および据え付け状況南西から
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